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背景

• OSSが社会に普及するにつれて，コミュニティへの不具

合報告の増加 

• 不具合を解決するためにパッチ投稿が増加し，それを
検証するコミッターへの負担が増えている



コミッターに関する問題

• コミッター候補はプロジェクト管理者や既存コミッター
が推薦[1] 

• コミッター候補となる人物は，早期に発見しないとプ
ロジェクトを脱退する恐れ 

• 早期にコミッター候補となる人物を見つける必要があ
るが，推薦のためには長期にわたる活動が求められる

[1] C. Jensen and W. Scacchi. Role Migration and Advancement Processes in OSSD Projects: A Comparative Case Study. 
Proceedings of the 29th International conference on software engineering (ICSE’07), pp.364-374, 2007



先行研究

• コミッターと一般開発者の活動量を元に 

コミッター候補者を予測する[1] 

• OSSコミュニティは時期によって環境が変わると考えら

れる 
• 時期を限定して予測モデルの説明変数にした方が，より
高い精度でコミッター予測できるのではないか？

[1]伊原彰紀，亀井靖高，大平雅雄，松本健一，鵜林尚靖：OSSプロジェクトにおける開発者の活動量を用いたコミッター候補者予測，電子情報通信学会論文誌，

Vol.95，No.2，pp.237–249，2012



目的とアプローチ

• 目的 
• コミッター候補となるべき人物の早期発見 

• アプローチ 
• データセット期間を調整することでコミッター候補
者予測の精度がどう変化するか調べる



目的とアプローチ
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データセット

期間 2000/12 - 2014/04  

コミッター 363人 

一般開発者 8,017人

期間 1999/07 - 2013/01   

コミッター 530人 

一般開発者 76,931人

期間 2001/10 - 2012/10  

コミッター 195人 

一般開発者 13,297人

活動量メトリクス 
開発期間 
月当たりのコミット数 
総コミット数 
月当たりのパッチ投稿数 
総パッチ数



分析方法


